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「放射性廃棄物シンポジウム」第１回(静岡)の開催について 
  
１．趣 旨 
 放射性廃棄物処分の問題は、私たちの世代が解決しておかなければならない差し迫った
問題であるにもかかわらず、国民の方々に十分に理解されているとはいえず、また、議論が
十分に行われているとはいえないのが現状です。 
 放射性廃棄物の処理処分については、原子力委員会において検討が進められており、昨年
来、高レベル放射性廃棄物、ＲＩ・研究所等廃棄物、現行の政令濃度上限値を超える低レベ
ル廃棄物について報告書がとりまとめられ、それぞれの廃棄物の処分に向けた基本的考え
方が示されたところです。 
 これらの報告書においては、放射性廃棄物処分に取り組むにあたり、国民の皆様の理解を
得ることが重要であるとの指摘がなされており、その提言を踏まえて、放射性廃棄物の処分
への取り組みについて国民の皆様に関心を持っていただき、広く議論が行われるよう、地域
の方々、原子力委員会専門部会構成員等の参加を得て、標記シンポジウムを開催することと
しました。 
  
２．日時・会場 
    ○平成 10 年 12月４日(金) 13:30～16:30 
    ○静岡市民文化会館「大会議室」(静岡市駿府町 2-90) 
  
３．参加予定者 
 ①パネリスト 
   おちあい つやこ 
   落合  艶子  アトムレディース主宰（浜岡町） 
   てらだ  あさこ 
   寺田  朝子  女性談話室しずおか代表（静岡市） 
   はやかわ じゅんこ 
   早川  潤子  市民サークル「Connection(コネクション)」代表（静岡市） 
   はらだ  せいじ 
   原田  誠治  静岡新聞社取締役編集局長（静岡市） 
 ②原子力委員会専門委員（高レベル放射性廃棄物処分懇談会及び原子力バックエンド対
策専門部会構成員） 
   いしばし ただお 
   石橋  忠雄  弁護士 



   おおももよういちろう 
   大桃 洋一郎  (財)環境科学技術研究所専務理事 
   とくやま あきら 
   徳山   明  常葉学園富士短期大学学長 
   とりい  ひろゆき 
   鳥井  弘之  日本経済新聞社論説委員 
 ③コーディネーター 
   つちや  よしこ 
   土屋  佳子  フリーアナウンサー 
  
４．議事進行案 

議    事 時間[目安]   備 考   
 １．開 会  13:30-13:40(10 分)   
 ２．放射性廃棄物処分への取り 
   組みに関する概況説明 

 13:40-14:00(20 分)   

 ３．パネリストからの意見発表  14:00-14:50(50 分)  １名１０分 
＜休 憩＞  14:50-15:05(15 分)   
 ４．参加者による意見交換  15:00-16:00(60 分)   
 ５．会場からの質疑  16:00-16:25(25 分)   
 ６．閉会  16:25-16:30(5分)   

 


